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グローバル化時代の日本の生きる途
ーアジアの冷戦は終わっていない一

第33回会員総会記念特別講演

〈平成19年2月22日（火）於私学会館〉

同台経済懇話会

嶺雄先生中嶋国際教養大学学長

教
育
再
生
は

我
が

国
の

最
大

課
題

国
際
教
養
大
学
の

勇
気
あ
る

挑
戦

すまドレ隷を

本
会
が
昭
和
五
O

年
に
創
会
を
致
し
ま
し
て
三
十
三

年
に
な
る
わ
け
で
す
が 、

そ
の
詩

←

り
あ
る
我
が
会
の
第
三
十
三
回
の
会
員
総
会
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
す 。

只
今
か
ら
記
念
講

加

演
に
移
り
た
い
と
思
い
ま
す 。

中
嶋
先
生
に
は
教
育
再
生
会
議
と
い
う
重
大
な
任
務
遂
行

川

中
の
と
こ
ろ
を
格
別
の
ご
配
慮
を
賜
り 、

只
今
か
ら
急
逮
本
会
の
為
に
お
出
で
い
た
だ
き

柑

ま
し
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て 、

一

同
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す 。

附

皆
綴
ご
存
知
の
通
り
中
嶋
先
生
は
現
在
の

日
本
に
於
い
て
国
際
関
係 、

特
に
中
国
政
治

制

に
つ
い
て
秀
で
ら
れ
た
学
者 、

評
論
家
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す 。

中
嶋
先
生
は
昭
和
十
一

刻

年、

長
野
県
の
松
本
市
の
ご
出
身
で

東
京
外
語
大
学
の
中
国
科
を
卒
業
後 、

東
京
大
学
の

山

大
学
院
で
国
際
学
を
習
得
さ
れ
憎
士

号
も

東
京
大
学
で
受
け
て
お
ら
れ
ま
す 。

昭
和
五
十

崎即

二
年
よ
り

東
京
外
語
大
学
の
教
慢
に
な
ら
れ 、

平
成
七

年
に
学
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た 。

抑

そ
し
て
十
三

年
ま
で
名
学
長
と
し
て

東
京
外
語
大
学
の
名
を
輝
か
せ
ら
れ
ま
し
た 。

ま
た

）

こ
の
間
国
立
大
学
協
会
の
副
会
長 、

ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
交
流
機
構
の
国
際
事
務
総
長
の

ほ

重
任
を
果
た
さ
れ
ま
し
た 。

現
在
は
国
際
教
養
大
学
の
理
事
長
・

学
長
と
し
て

日
本
に
於

開

け
る
新
し
い
大
学
教
育
の
先
頭
に
立
っ
て
大
活
躍
を
し
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

附

す 。

ま
た
ご
承
知
の
よ
う
に
文
部
省
の
中
央
教
育
審
議
会
の
委
員
と
し
て 、

安
倍
内
閣
の

鮒

教
育
再
生
会
議
の
委
員
と
し
て

日
本
の
教
育
改
革
に
尽
力
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す 。

駒

早
速
先
生
の
お
話
を
承
り
た
い
と
存
じ
ま
す
が 、

今
日
は
世
界
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
進

悦

展
と
新
し
い
変
動
の
兆
し
の
中
で

日
本
が
ど
う
生
き
て
行
く
べ
き
か
と
い
う
こ
と
と 、

私

M

共
の
方
か
ら
も
お
願
い
し
た
の
で
す
け
れ
ど
も 、

自
ら
先
頭
に
立
っ
て
新
し
い
教
育
の
旗

ω

を
揚
げ
て
お
ら
れ
ま
す
国
際
教
養
大
学
の
建
学
の
理
念
と
教
育
の
信
念
に
つ
い
て
も
伺
い

川

た
い
と
存
じ
ま
す 。

そ
れ
で
は
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 。

側

化

時

代

の

日

本
剛作lu

時
か
ら
安
倍
首
相
も
御
出
席
と
い
う
こ

ゆ

と
で
し
た
の
で、

そ
の
前
我
々

も
い
ろ

明

い
ろ
と
議
論
を
し
た
上
で、

出
席
さ
れ

い

て
お
ら
れ
る
安
倍
総
理
に、

私
か
ら
も

…

発
言
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
中
座
＆
し

加

て
ま
い
り
ま
し
た。

同

教
育
再
生
と
い
う
の
は
ま
さ
に
今
後

町

の

我
が
国
に
と
っ

て
最
大
の

課
題
だ
と

州

中
嶋

嶺
雄
先
生
の
ご
紹
介

グ

/\ 

Jレ

口

lま

め

じ

只
今
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
中
嶋
で

ご
ぎ
い
ま
す。

大
変
比白
線
方
を
お
待

た
せ
し
て
恐
縮
で
ご
ざ
い
ま
す。

実

は
今
朝
は
先
程
ご
紹
介
に
あ
り
ま
し

た
教
育
再
生
会
議
が
朝
か
ら
首
相
官

邸
で
あ
り
ま
し
て、

ち
ょ
う
ど
十
一
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やしい

嗣

に勲bk

教
育
問
題
を
考え
てい
らっ
し
ゃ
い
ま

す。
いつ
も
感心し
ま
すの
は、
お
若い

の
に
本当に日
本がこの
ままでは駄目

だ
とい
うこ
とで、
強い
信
念を持っ
て

い
らっ
しゃ
るこ
とで
す。
そして
教
育

再生を安倍内
閣の一
つ
の
重要なバ
ッ

クボ
ーン
に
されてお
られるわけで
す

が、
私は
安倍さんが
ある
種の
聞か
れ

た
保守主
義、
それを
唱道されてお
ら

れるこ
とに
大
変共
感を
覚えるわけで

す。
安
倍さんは短い
期間の
問にい
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
さ
れ
た
と
思
うの
で
す

ね。安
倍

覇静
問
に
つ
い
て

最初は
中国・
韓国へ
の
電撃的な訪

問に
よっ
て、
こじ
れてい
た日
中関係

或い
は
日
韓
関
係の
修
復
に
努
め
ら
れ

た。
こ
れは
私の
専門分野で
もご
ざい

ま
すの
で、
こ
こ
か
らお
話し
し
ま
す。

今回の
安倍さんの
特に
訪
中が
成功し

た理由は三つ
あると
思い
ま
す。
先ず

第一
に
従
来の
外
務
省の
チ
ャ
イ
ナス

ク
ール
に
依存し
なかっ
たとい
うこ
と

で
す。
その
結
果
ど
うい
うこ
とが
起

叩

こっ
たか
と
言い
ま
すと、
晩餐会の
時

日

の
安倍さんのスピ
ーチ
で
す。
従来は

乱

みん
な
中国側に
事前に
見せ
てア
ドパ

年

イス
を
受けてか
ら
日
本の
首脳が
晩餐

仰

会
でス
ピ
ー
チ
す
る
とい
う
体た
ら
く

別

だっ
たの
で
す。
今回安倍さんは
断固

同

防札

前仰

い同体恰欣

表する
総理が
相手にテキス
トを
見て

貰っ
て
晩餐会のスピ
ーチをするなど

とい
うこ
と
は一
切
致し
ませ
ん
で
し

た。
従っ
て
安倍さんと
外務省の
谷内

次官とい
うライン
が
非常に
うまく
働

い
たとい
うこ
とで
すね。
こ
れがひと

つ
で
す。

それか
ら
第二
は
中国自身が
日
中関

係の
改善を必
要としてい
たとい
うこ

となの
で
す。
今中国は大
変な
問題を

国内的に
抱えておりま
す。
経済成
長

をマスコ
ミはは
やしたてるの
で
すけ

れど
も、
国中が
乱開発で工
事現場み

たい
に
なっ
てい
る。
従っ
て
安い
建物

を
作つ
て
は
壊し
とい
うこ
と
で
すか

ら、
環
境もすご
く
破壊さ
れてい
る。

それで
名目的なGDPは
伸びるの
で

す。
「
中
国はマ
ーケッ
トだ、
世
界の

工
場だ」
と
言っ
て、
大企
業が
次々
に

投資をする。
それも全
部GDPに
な

り
ま
すか
ら、
数
字の
上
で
は
伸び
ま

す。
とこ
ろが
日
本のマスコ
ミ
も無
責

任と
言
うか、
「
本当に
中
国は
世
界の

工
場だ」
と
盛んに
もては
やして
来た

に
も
関わ
らず、
最近はどうでしょ
う

か。
最近「中園、
危ない」
とい
うよ

うな
記事が
出てい
るでしょ
う。
初め

か
ら危なかっ
たの
で
す。
そもそも共

産
党の
独裁国
家で
すか
ら。
そこ
を忘

れてし
まっ
てい
たの
で
すね。
ここ
は

非
常に
重要なとこ
ろだ
と
思い
ま
す。

中国に
頼れば北朝鮮を
抑えて
くれる

と六
者協議に
期待する。
私は
従来か

品協防除

凡俳隙ド阪間K憾に

ておりまして、
今一
番喜んでほ
くそ

笑んでい
るの
は金正日で
す。
核
開発

をして、
ミサイル
を飛ばしたが
ゆえ

にア
メ
リカ
までテ
ーブル
に
着い
て、

「
我々
が
欲しい
重油を
将来
的に
は一

00万トン
もくれるの
だ」
とい
う状

況なの
で
すけれど
も、
北朝鮮が
崩
壊

して一
番困るの
は
中国で
すか
ら。
中

国は地下水脈で
北朝鮮と
結びつい
て

い
ると
思うの
で
す。
そこがわか
らず

に何か
あると「中国」「中国」
と
言っ

て
来た日
本外交の
誤りだっ
たと思い

ま
す。尖閣諸島の

ような領土紛争だけで

はなくて、
東シナ
海の
油田ももう中

国側はパ
イプでどんどん
吸い
上げて

い
るわけで
す。
そうい
う今までの
対

中国外交とは
安倍さんは大きく違い

ま
す。
そして
中国側をよく見ると
江

沢民の
反日
勢力と、
北京オリンピ
ッ

ク
も近い
し日本との
関係を何とかし

ない
と
や
は
り
中
国
自
身が
持た
ない

じゃ
ない
かとい
う胡錦涛との
聞の
権

力
闘
争が
来だ
結着
着い
てい
ません。

上
海
閥が
次々
に
や
ら
れ
てい
ま
すで

しょ
う。
上
海の
第一
書記が
解任され

ましたよね。
に
もかかわ
らず未だ
政

治局には残っ
てい
るわけで
す。
だか

らそれらの
問題を
含めて
中国自身が

安
倍さんの
訪
中を
望ん
でい
たの
で

す。
安倍さんが
訪
中した
翌日の
人民

日
報は
大
き
く
安
倍さん
を
紹介し
て、

略歴まで
全部紹介してい
るとい
う異

例な
状
況が
見て
取
れまし
た。

それか
ら三
番目には、
私は
強く考

えてい
るの
で
すが
小泉さんが
偉かっ

たとい
うこ
とでした
ね。
靖国問題で

絶対に
誠らなかっ
たでしょ
う。
最後

まで公
約を果たし
ましたね。
マスコ

ミは、
安倍さんでは、
小泉さんと
同

じように日中関係は
良くならない
と

言っ
てい
た
けれど
も、
小
泉さんが一

貫した
態度を取っ
たが
ゆえに
安倍さ

んにはフ
リlハ
ン
ドが
与えられたの

で
す。
この
三つ
が
大きな
中国訪
問の

成
果の
原因だっ
た
と
思い
ま
す。

マ
ス
コ
ミ
の
安
倍
下
ろ
し

しかし、
一
部のマスコ
ミは
安倍さ

んが
中国に
何か
妥協したかの
よ
うに

報じてい
ま
す。
教育再生
会議も何か

混
乱し
てい
るかの
よ
うに
言い
ま
す。

しかし
今日もい
ろい
ろ
議論はありま

すが、
教
育問題は
誰だっ
て
議論をす

れば百人に百の
意見が
ある。
そうい

う
状
況の
中で
安
倍さ
ん
は
非
常に
頑

張っ
てお
られま
す。
マスコ
ミはとに

か
く安倍内
閣を
引きずり
下ろしたい

の
で
すね。
今度の
教育再生
会議も世

論調査をして
みると、
ゆとり
教
育の

修正には殆どが
賛成してい
ま
す。
そ

れか
ら教員の
質の
向上や教員の
免許

制度。
本当に
組合で
調わぱ
旗を振っ

てい
るような人達が
教壇に立っ
てい

るわけで
すか
ら。
そうい
うこ
とにつ

い
て
も教育の
中立
性を考えますと
非
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常に
問題が
多い。
こ
うい
うこ
とにつ

い
て
も我々
はか
なりの
方
向性を出し

ました。
それについ
て
も世
論調査で

は
賛成が
多い
の
で
す。
マ
スコ
ミが
自

分で
書い
て
きたこ
とと
全然違う世論

調査報告が
出て
きてい
るの
で
す。
ま

だ
ま
だ
第一
次
報
告で
すか
ら、
今
後

我々
は
きちんとした
もの
を出して
行

きたい
と
思っ
ておりま
す。
是非
御支

援い
ただ
きたい
と
思い
ま
す。

マ
スコ
ミ
か
ら
すると
安
倍さん
は、

非常に日
本を
保守主
義の
方に
持っ
て

い
くの
ではない
かとい
う思い
込みが

あるの
で
す。
保守主
義と
言っ
て
も当

たり
前の
こ
とで、
日
本は
自由と
民主

主
義の
国で
すか
ら、
安倍さんは
先ず

外
交で
電
撃的な
成功を
収め
まし
た。

その
次に
教
育に
関連して
更に
言う

と
念
願の
教
育
基
本
法
を
改
正
し
ま
し

た。
教
育基
本法に
関しては
私もい
ろ

い
ろ
意見が
ありま
す。
衆議院の
公
聴

会の
時に
も申し
上
げました。
愛国心

とい
う言
葉を
敢えて
避けて、
国を
愛

する
態度とか
他国を尊重するとかい

うこ
と。
北
朝鮮まで
尊重しては
困る

わ
けで
すか
ら、
そうい
うとこ
ろは
本

当は
直して
欲しかっ
た
けれど
も、
政

局的な
妥協。
まあ
言っ
て
みれば
自公

連立とい
うこ
とが
あっ
たために
若干

妥協はし
ました
けれど
も、
教
育基
本

法が
改正
された
以上は
我々
は
それを

尊
重して、
家庭教
育か
ら
直す。
或い

は
学校教育を
根本的に
直す。
そうい

う教
育基
本法の
新しい
在り
方をやは

り
評価してい
か
なければい
けない
わ

けで、
教育再生
会議は
新しい
改正
教

育基
本法と
連動してい
るの
で
す。
余

りマ
スコ
ミは
報じた
くないの
でしょ

・勺J。そして
防衛庁を防衛省に
昇格させ

た。
特に
集団的自衛権は
安倍さんは

非常にはっ
きりした
考え方を持っ
て

い
ま
す。
で
すか
ら
そ
れ
らの
こ
と
を

数ヶ
月に
次々
にやられたこ
とは
評価

すべ
きで、
私は
その
意味で
もマ
スコ

ミの
安
倍下ろしに
は
同
調し
ませ
ん。

毎週毎週の
ように
人気投票ではある

まい
に、
支持率が
何%だとかとい
う

こ
とは
気に
するこ
とは
ない
の
で
す。

安倍さんの
お
爺さんは六
O
年安保の

時に
あん
なに
反対されたの
断固やり

遂げたの
で
すよね。
私
も
学生
時代、

若
気の
至
りで
「
岸
を
倒せ」
なん
て

言っ
たの
だ
けれど
も、
あの
時岸
信介

さんが
断固貫い
たか
ら日
本は大
きな

存在感を持つ
ように
なっ
たと
思い
ま

す。グ
ロ
l
パ
レ
じ
ま

ベ
ル
リ
ン
ω
劉
崩
壊
か
ら

さて
今日はグロ
ーバ
ル
化と
国際教

養大
学とい
う私共の
大
学につい
てお

話しさせ
てい
ただ
くとい
う大
変有り

難い
機会を
得ました。
先ずグロ
ーバ

ル
化と
国際化とど
う違うか。
私自身

も大
学で
講
義を持っ
て
おり
まし
て、

私
共の
大
学は
全
ての
授
業
を
英
語で

やっ
ておりま
す。
最近はグロ
ーバ
ル

化とい
うこ
とが
盛んに
言われるの
で

す。
国際化とい
うこ
とは
以前か
ら言

われて
参りました。
国際化とグロ
ー

バ
ル
化とど
う違うの
か。
皆さんに
も

い
ろい
ろお
考えが
あ
ると
思い
ま
す。

やはり
違うの
で
す。
日
本は
国際化し

な
け
れ
ばい
け
ない。
日
本の
大
学は

もっ
と
国
際
化し
な
ければい
けない。

それは
その
通り
なの
で
すけれど
も、

あっ
とい
う聞に
全世界が立
体的に一

つ
に
なっ
てしまっ
た。
こ
れがグロ
ー

バ
ル
化なの
で
すね。

グロ
ーバ
ル
化を実は
中国語で
言う

と
非常に
判りやすい。
グロ
ーブで
す

か
ら球で
すよね。
或い
は地球。
電球

の
球もグロ
ーブ、
それか
ら地球もグ

ロ
ーブ。
地
球全
体が一
体的に
な
る。

日
本語では
片仮名でグ
ローバ
ル
化と

言っ
てい
ますが
中国語で
言うと
判り

やすい。
「全球化」
と
言うの
で
すね。

非常に
判りやすい
でしょ
う。
球は地

球で
すか
ら。
この
全球化が
起こっ
た

の
はいつ
頃か
らかとい
うと、
まさに

ベ
ル
リンの
壁が
崩
壊したあの
時期で

す。
あの
時期以降国境が
低くなりま

したね。
ベ
ル
リンの
壁とい
うと私に

も非常に
思い
出が
ありまして、
あれ

はまさに
閉じ
年に
起こっ
た
中国の
天

安門の
悲劇を代償にしてい
ると思い

ま
す。
天安門事件が
起こっ
たの
は八

九
年六
月四日、
その
年の
秋あっ
とい

う聞にベ
ル
リン
の
壁が
崩れました。

天安門事
件は
我々
に
も大きな衝撃を

与えましたけれど
も、
特にソ
連や
東

欧
諸
国に
凄い
衝撃を
与え
まし
た。

ソ
連の
場合はご
案内の
よ
うにゴ
ル

バ
チョ
フ
さんがペ
レス
トロ
イカとか

グラス
ノス
チ
とか、
い
わば共産
主
義

か
らの
離脱を始めておりました。
天

安門事件が
起こ
る直前にゴ
ルバ
チョ

フ
さんは北京に
来ました。
歓迎の
嵐

でした。
天安門に
座り
込んでい
た
民

主化を求める
学生
達に
歓迎されるあ

まりゴ
ルバ
チョ
フ
さんは天安門広
場

に
も一
歩も足を
踏み入れ
ずに
帰国せ

ざるを得なかっ
た。
たまたま私はテ

レビ
で
その
時に
解説しておりました

けれど
も、
その
時に
中国側で
相手を

したの
は
越紫陽で
す。
越紫陽さんは

ゴ
ルバ
チョ
フ
さん
との
会談の
官
頭、

左
手を
挙げて「中国では全ての
重要

事項の
決定は
郵小
平同志に
委ね
られ

てい
ま
す」
と
言い
ました。
こ
れはま

さに
その
場でしか
もうι雷
雲んなかっ
た

言
葉で
すね。
打
倒
郵
小
平の
宣
言で

す。
そして
翌日か
らご
案内の
よ
うに

人民
解放軍も含めて、
党・
政・
軍が

真っ
二つ
に割れて
行くの
で
す。
ゴ
ル

バ
チョ
フ
さんと
会談した
年の五
月一

九
日、
郡小
平の
指令で
李鵬首
相が
戒

厳令を出し
ました。
その
戒厳令の
中

に
も
関わ
ら
ず、
部
小
平を
批
判する

「
赤い
皇
帝、
郵小
平は
退け」
とい
う

声が
北京を中心として
全
国に広
まっ

て
行っ
たの
で
す。
だか
らこ
そ五
月一

九
日
以降、
組紫陽さんは
軟禁状態に

なっ
た。
それ
以降、
彼が一
昨
年の
暮



に亡
くなるまで
中国の
最高指導者な

の
に
遂に
公
衆の
面前に
姿を
現すこ
と

は
あり
ませんでした。
こ
うい
うドラ

マ
が
あっ
た
わ
けで
す。

東ドイツ
は
当時ホ
ー
ネッ
カ
ーとい

う
人が
独裁者でした。
ベ
ル
リンの
壁

崩
壊
直前、
マ
ル
クス
も学んだとい
う

フン
ボル
ト
大
学とい
う由緒ある大
学

が
私を
招い
て
くれました。
森鴎外の

記
念館なんか
もすぐ近くに
ありまし

た。
大
学の
すぐ前にカ
lル・
マ
ル
ク

ス
広
場とい
うの
が
あるの
で
す。
この

カ
lル・
マ
ル
クス
広
場が
第一）の
天
安

門に
なりか
ね
ない
の
で、
私に
天安門

事件につい
て
講
演をして
くれとい
う

こ
とで
私は
招か
れたの
で
す。
そして

そこの
知
識人
達にい
ろい
ろお
話をさ

せ
てい
ただ
きました。
その
頃ちょっ

とで
も壁を
越えれば
銃
殺されま
すの

で、
勿
論壁を
越えるこ
とは
出来ませ

ん。
私
も見て
参りました。
ずっ
と
銃

を
構えてい
る。
しかし、
ハ
ン
ガリー、

オ
ース
トリア
を
経由して
東ドイツの

難民が
もう酉へ
国境を
越えて
逃れつ

つ
あっ
たの
で
す。
そして
同じ
時期に

丁
度東ドイツ
ではバ
ッハ
で
有名なセ

ン
ト・
トlマ
ス
協
会とかニコ
ラス
教

会で
は
東ドイツの
民主化を求め
る
集

唱

会が
行わ
れてい
ました。
私は
西側に

川

出て
きて、
今
度は
西側か
らベ
ル
リン

幻

の
壁を
見ました。
その
よ
うなこ
との

年

直後に
あの
墜が
崩
れて
行きまし
た。

仰

皆さん
もつい
この
間の
光景をご
存知

仰
一
世
と
思
い
ま
す。

第356号4晶
ロ同

む

そうい
う現場体験を持っ
てい
るの

で
すが、
それ
以降東西
冷戦体制が
消

えたの
で
す。
そして
国境が
低くなり

ました。
まさに
国境はボ
ーダーで
す

か
ら、
ボ
ーダーが
ないの
がボ
lダレ

ス
（σozoユ
gω）
で
す。
EU
なんか

が
出来るの
もそうで
す。
で
すか
らグ

ロ
ーバ
ル
化とい
うの
はい
ろい
ろな
問

題も犯罪もグ
ローバ
ル
化するの
で
す

ね。
この
間ハ
ン
ガリーの
大
学と
交流

協定を締結する時に
行っ
て
来ました

が、
オ
ラン
ダか
ら
安い
花が
どんどん

入っ
て
来てハ
ン
ガリーのマ
ーケッ
ト

は
非常に
困っ
てい
る。
そん
なこ
と
も

あるの
で
す。
で
すか
らハ
ン
ガリーは

オ
ラン
ダに
負けない
よ
うな高品
質の

花を
作るこ
とに
転換したとい
うの
で

す
ね。
そ
うい
う
時
代に
な
り
ま
し
た

ね。
我々
は
気が
付か
ない
けれど
も、

我々
日
本人が
食べ
てい
るものの
八O

%ぐらい
は
外国の
もの
を
食べ
てい
る

か
もし
れません。
こ
れは
好むと
好ま

ざるとに
関わ
らずグロ
ーバ
ル
化しつ

つ
あ
るとい
うわ
けで
す。

自分のこ
とをい
ろい
ろ
申し上
げて

恐
縮で
すが、
閉じ八九
年にアメリカ

の
大
学に天安門事件のシン
ポジ
ウム

で
行きました。
ユ
タ州の
ソル
トレ
イ

クシティ
ーで
す。
私を招い
て
くれた

学者の
家に
夜行っ
て、
御馳走に
なり

ました。
その
時に「
中嶋さんの
論文

ーはどの
くら
い丸出てい
ま
すかい
と
言う

の
で、
コ
ンピュ
ータで
検索して
もら

い
ました。
私は
英語の
論文をか
なり

書い
ておりま
すか
ら。
彼がぽっ
とア

クセス
した
ら、
ミ
ネオ・
ナカジマ
と

い
う英文の
論文が
画面にいっ
ぱい
出

て
きた。
その
頃未だ日本は
そん
な
状

況に
なっ
てい
ませんでしたか
ら、
私

はびっ
くりし
ました。
今はITの
発

達によっ
て
世界が
同時に
繋がっ
てい

るとい
うこ
とで
す。
ま
さに
同時性。

英語で
言うと
巴gzp
ggg、
サイマ

ル
出版会とか
ありました
ね。
今で
も

サイマ
ル
とい
う同時通訳の
会社が
あ

りま
す。
同時性、
巴BEH
200
5
に

なっ
て
来てい
るの
で
す。

ポ
lダレス
とサイマ
ル
化、
こ
れが

この二つの
特徴が正にグ
ローバ
ル
化

で、
全世界が
あっ
とい
う聞に
繋が
る

よ
うに
なりました。
地球の
裏側の
ブ

ラジル
だっ
てコ
ンピュ
ータ
で
時差も

関係なくすぐ繋が
る。
こ
うい
う時代

が
ま
さにグロ
ーバ
ル
化なの
で
す。

国際化とい
うの
はご
案内の
ように

国際で
すか
ら、
国が
基本となっ
て
固

と
国との
関係が
国際関係、
国際化で

す。
ちょっ
と
大
学の
講
義の
よ
うに

なっ
て恐縮で
す。
富三03
で
す。
それ

が
繋が
るか
ら
Z
Z
1
そして
イン

ターナショ
ナル
（
E
Z
52HO
E－）。

ZZ52
ZEZNE
Zロ、
グロ
ーバ
ル

化は
包ogZNE
22
で
す。
やはり
国

際とい
うの
は
水平的な
関係で
す。
立

体的な
関係ではない。
だか
ら
国際化

も
多い
に
重要だけれど
も、
まさにこ

、

の
・

l
ロ
lノ
／
｛

門事件とベ
ル
リンの
壁の
崩
壊を起こ

したの
が八九
年で
す。
天安門事件と

い
う中国の
悲劇を代償にソ
連・
東欧

が
崩れて
行っ
た。
その
頃か
ら
東西
冷

戦が
な
くなっ
て
行くの
で
す。

ア
ジ
ア
に
は
冷
戦
が
残
る

しかしアジアには
先程言っ
たよ
う

に
共産
党独裁体制の
国が
ある。
アジ

アには
未だ
冷戦が
残っ
てい
ま
す。
例

え
ば
台
湾海
峡、
二
O
O八
年
オ
リン

ピッ
クが
ある
年の
春は台湾の
総統選

挙が
ありま
す。
今台湾は
中で
少し
政

局が混
乱してい
ま
すけれど
も、
陳水

扇さんで
初めて
国民党か
ら
民進
党と

い
う台湾の
本土
派の
政権に
なりまし

た。
けれど
も、
民進
党は
陳水
扇さん

を含めて
それまで
独立
運動をやっ
て

来てい
ました。
それ自体は
非常に
貴

重な運動で
あっ
たと
思い
ま
すが、
統

治
能力と
言う面で
は
問題なの
で
す。

台湾が
余りに
素晴らしかっ
たがため

に、
李登輝さんは
国民党で
居なが
ら

国民党を見事に
改革したの
で
す。
そ

の
統治能力の
差が
明らかに
なっ
て
来

ました。
その
上に、
い
ろい
ろな不祥

事が
起こっ
てい
ま
す。
いっ
たい
民進

党は
ど
うなっ
てい
るの
か。

そん
なこ
とで
台湾が
再び
国民党に

戻るか
も知れない
とつい
この
間迄思

われてい
たの
で
すけれど
も、
国民党

の
総統
候

補にな
る
は
ず
空ロ
枕
市
長

ll
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だっ
た
馬英九
さんが
最近
汚職で
起訴

さ
れ
て
国
民
党の
主
席
を
辞
任し
ま
し

た。
この
まま
行くと
国民
党の
中で
彼

が
総統
選挙の
候補者に
なれるか
ど
う

か
もか
なり
問題で
す。
日
本に
とっ
て

は、
国民
党特に
馬
英九
さん
なんかが

総統に
なっ
た
ら大
変困りま
す。
彼は

むし
ろ
中国との
統一
派で
すか
ら。
連

戦さん
もそうで
すよね。
連戦さんは

「
連
戦
連
勝」
とい
うとこ
ろか
ら
名前

が
来て、
反日で
す。
弟さんが
生ま
れ

た
ら
連
勝とい
う
名
前に
し
た
かっ
た

が、
生
ま
れなかっ
たの
で
す。

馬
英九
さ
ん
は
尖
閣
列
島の
問
題
で

ハ
ーバ
ー
ド
大
学に
学
位
論
文
を
出し

た。
もと
もと香港の
出身で
香港の
人

達
は
非
常に
反目
的
な
人が
多い
の
で

す。
日
中国交の
時に、
日
本は
台湾と

断
交し、
椎名素夫さんの
お父さんの

悦三
郎
さ
ん
が
特
使
と
し
て
行
き
ま
し

た。
あの
時に
卵を
投げたの
が
馬
英九

なの
で
す。
意外に
それは知
られてい

ません
けれど
も確信犯的な
反日
家で

す。
中国の
胡錦涛も江沢民に比べ
れ

ば
今日
本との
関係を改善したい
とい

う方だ
けれど
も、
本当に
彼
等が
日
本

の
こ
と
を友好的に
思っ
てい
るか
とい

うと
全くそうでは
ない。
それは
やが

てい
ろい
ろな点で
明らかに
なると
思

い
ま
す。
もし
安倍さんが
靖国に
参
拝

したなんて
言うと
もの
凄い
反日をま

た
やるか
もし
れません
ね。
その
為に

この
四
月に温
家宝とか
次々
に
安倍さ

んに
秋に
来て
くれとか
戦略的な日中

関係をつ
くろうとしてい
ますけれど

も、
非
常に
要注
意で
す。

それか
ら台湾で
も、
政界再編が
行

われなければい
けない
とい
うの
で八

四
歳の
李登輝さんが
頑張っ
て、
い
ろ

い
ろな新しい
提言をしてい
ますか
ら

ど
うなるか
判りません。
しかし
李登

輝さん
を
含めて
台湾は
台湾だ
とい
う

ア
イ
デン
ティ
テ
ィ
が
強
く
なっ
た
時

に、
中国は
反国家分
裂法とい
う圏内

法を通して武力で
も台湾を統一
する

と
言っ
てい
るわけで
すか
ら、
こ
れは

非常にアジアの
我々
の
身の
回りには

特に
軍事的な脅威が
ありま
す。
最近

の
中
国の
軍
事
力の
増
強は
凄い
の
で

す。
日
本が
あ
ん
な
に
中
国、
中
国と

言っ
て腫れ物に触
るよ
うにODA
を

無償供与して
きました。
だい
たい三

兆円ぐらい。
そして
昔輸銀と
言っ
た

輸
出
入
銀
行
と
か
ア
ジ
ア
開
発
銀
行と

いっ
た
迂回
融資をい
れると七
兆円ぐ

らい
中国に
貢い
だに
も関わ
らず、
日

本が
常
任
理
事
国に
入
ろ
う
と
し
た
ら

「
反
対だ」
とい
う。
そし
て
日
本か
ら

貰っ
たお金を廻してアフ
リカ
を組織

したり、
台湾なんか
と
関係の
深い
南

太
平洋諸国や
中南米諸国を工
作した

り、
大
変なこ
とをやっ
てい
ま
す。
中

国が日本の
常任理事国入りに
賛成す

ると
言っ
た
ら、
初めて
我々
は
見直し

て
も良い
けれど
も、
そうでは
ない
わ

けで
すか
ら、
そこの
とこ
ろ
も是非考

えて
みてい
ただ
きたい
と
思い
ま
す。

「
国
際
化」

は
じ
ま
り
は
ヤ
ル
タ
協
定

それか
ら国際化とい
うこ
とで
もう

一
つ
申し
上げますと、
ZZ5225H

とい
う
言
葉自体は
新しい
英語で
す。

私はい
ろい
ろ
語源を調べ
ました。
検

索をしたりオッ
クスフォ
ード大
英辞

典なんかで
調べ
たの
で
すが、
シェ
ー

クスピ
アの
時代に
EZ52Hog－
な

ど
とい
う
言
葉は
ない
の
で
す。
ヨ
ー

ロッパ
に
ネlショ
ンス
テートが
生ま

れ
て、
ウィ
ーン
会
議
が
行
わ
れ
て、

グエ
ル
サイユ
会議が
行わ
れて、
そし

て二
O世
紀になっ
て
吉
Z52
25H

とい
う言葉が
出て来ました。
しかし

国際化
z
g
gω丘oEz
st
g
とい

う
言
葉は
まだ
使わ
れてい
ません。

私がい
ろい
ろ調べ
た
限り
国際化と

い
う言
葉が
最初に使われたの
は一
九

四
五
年、
昭
和二
O
年の
二
月
なの
で

す。
ヤル
タ
協定で
す。
「ヤ
ル
タ
秘密

協定の
中で
大
連を国際化する」
とあ

るの
で
す。
プッ
シュ
さん
も流石に偉

い
で
すね。
この
間「
今世紀の
最大の

歴史の
過ちの一
つ
にヤル
タ
協定が
あ

る」
と
言い
ましたね。
ル
ーズ
ヴエ
ル

トは亡
くなる前でしたか
ら頭が
もう

ろ
うとしてい
る
状況でした。
そして

チャ
ーチル
は日
本の
こ
と、
アジアの

こ
と、
中国の
こ
とに
も
詳し
くない。

ス
タ
ー
リン
の
思
うま
ま
に
なっ
て
し

まっ
たわけで
す。
三カ
国はドイツが

降伏後、
ソ
連が
対日参戦するこ
とに

は
みん
な
賛成でした。
その
時、
本当

に日
本は
人が
良いの
か、
日ソ
中立
不

可侵条約が
あるか
ら、
和平交
渉が
可

能だなどと
思っ
てい
た
時に、
ご
存知

の
よ
うに
長崎に
原爆が
投下された八

月九
日、
ソ
満国境を
越えてわっ
と
満

州に
入っ
て
来たの
で
す。
この
為にど

れだ
け日
本が
悲劇的な
状況に
陥っ
た

か。
そしてシベ
リア
抑留とい
う大
変

な
悲惨なこ
と
に
なっ
たわ
けで
すね。

原爆は
投下される。
シベ
リアには
抑

留さ
れる。

そうい
う延長線上に日本の
戦後と

い
うもの
が
ありました。
に
も関わ
ら

ず
見
事
に
復
活
し
た
わ
け
で
す
か
ら、

我々
は
もっ
と日本に誇り
を持っ
てい

い
と
思い
ます。
ヤル
タ
協定の
中に
初

めて使わ
れてい
るの
で
す。
旅
順、
大

連の
不凍港を求め
る。
それか
ら
皆さ

ん
も
関
係
さ
れ
た
か
と
思い
ま
すが
満

鉄。
全部自分の
とこ
ろに
資産を持っ

て
行っ
てし
まっ
たわけで
す。
日
本の

婦女子も大
変な凌辱を
受けたりした

わけで
す。
そうい
う状況でして、
国

際化とい
う言
葉自体も非常に
新しい

の
で
すが、
今はグロ
ーバ
ル
化の
時代

に
移っ
てい
る。
国際化とグロ
ーバ
ル

化はどこが
違うか
とい
う私の
意見を

御
理
解い
ただ
ければ
幸い
で
す。

新
し
い
日
本
の
大
学
の
建
設
へ

さて、
そこ
で
それでは
今日
本の
大
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みつつ
あ
るグロ
ーバ
ル
化にど
れだ
け

対
応し
てい
る
だ
ろ
うとい
うこ
と
で

す。
今
後教育再生
会議で
もやりま
す

し、
私
自身も
新しい
大
学を
作り上げ

て
今日
皆さんにご
紹介したいの
は
そ

こ
なの
で
す。
こ
れまで
東京外大
もそ

うなの
で
すけ
れ
ど
も
国立
大
学で
は、

先ず
教
育公
務員特例法とい
うの
が
あ

り
まし
て、
一
度大
学の
助手に
なれば

その
ま
ま
ずっ
と
業
績も挙げずに
授業

の
工
夫もせ
ずに
十年一
日の
知
き授業

をやっ
てい
て
も、
解
任で
きずに
教授

に
なっ
てし
ま
う。
それが
従来の
日
本

で
し
た。
とこ
ろが
今回大
学の
法人
化

に
よっ
て、
教
特法とい
うの
が
国立
大

学には
適用さ
れな
くなりました。
そ

して公立
大
学で
も
法人
化したとこ
ろ

に
は
適用さ
れ
な
くなり
まし
た。

国際教
養大
学は
丁度国立大
学が
法

人
化された
平成十六
年か
ら
開学致し

ま
し
て、
最
初か
ら
法
人
化をし
ま
し

た。
法人
化第一
号で
す。
その
翌年か

らは公立
大
学、
首都大
学東京とか
幾

つ
かの
大
学が
法人
化さ
れました。
現

在公立
大
学の
約三
分の一
が
公立
大
学

法人に
なっ
てい
ま
す。
先程の
教
特法

によりま
すとこん
なこ
とが
ありまし

た。
東京
外大で
百周年記
念で
国旗を

舞
台の
上に
置
きたかっ
たの
で
すね。

とこ
ろが
それが
けしか
らんとい
うの

で
学内は
大騒動で
す。
そして
朝日
新

聞の
記者なんかが
学内の
そうい
う全

共
闘
崩れの
よ
うな
教員と一
緒に
なっ

Ft－言回

し
ました。
外語は
非常に
古い
明治六

年に
出来た
国立
大
学で
す。
国立
大
学

は
国の
お金で
運営さ
れてい
ま
す。
そ

の
百周年記
念行事に
国旗が
掲揚で
き

ない
などとい
うこ
とが
あっ
てよいの

か。
外大はい
ざとなると
会場が
騒然

と
な
る
可
能
性が
あっ
た
もの
で
すか

ら、
い
ろい
ろ文
部省と
も打ち合わせ

ました。
荒川区の
文
部省の
儀典局に

行くとい
ろい
ろな
国の
国旗が
ありま

す。
そこ
に
学長自ら行きました。
外

大
はい
ろい
ろ
な
国の
言
葉が
あ
り
ま

す。
チエ
コ
語もありま
すし、
アジア

で
はカン
ボジア
語
もあ
り
ま
すか
ら。

そして
教えてい
る
国の
国旗を全
部立

てよ
うとい
うこ
とにし
ました。
英米

科の
場合はイギリス、
アメ
リカ、
カ

ナ
ダ、
オ
ース
トラリアの
国旗を立て

ま
し
た。
日
本一語
学
科
も
あ
り
ま
すか

ら、
世
界の
国旗を並べ
て日
本の
国旗

が
真ん
中に
来るよ
うにさんざん
苦労

し
ました。
それが
国立
大
学の
現実で

す
ね。
今
東
大
で
国
旗
を
立
て
て
ま
す

か。
京
都大
学で
国
旗を立
て
て
ま
す

か。
それが
大
学の
現実で
す。

国
際
教
養
大
学
の

特
色

全
世
界
か
ら
の
学
生
と
教
員

グロ
ーバ
ル
化の
時代に、
本当に日

本の
大
学でア
イ
デンティティ
を持っ

た
特色の
ある大学として
やっ
てい
け

品小u’t

か
らも近く、
今私は殆ど秋田におり

ま
す。
大
変
き
れい
な
キ
ャ
ンパ
ス
で

す。
学長室か
ら一
分も行くと水芭蕉

が
群落で
咲くとい
うよ
うなとこ
ろで

す。
ここ
には
国旗と
県旗、
公立
大
学

で
すか
ら秋田県の
旗と、
大学の
校旗

が
青空の
中に
或い
は
雪景色の
中に
毎

日の
よ
うに
掲げられてい
ま
す。
そし

て
我々
の
大学は
英語で授業もしてお

りますし、
教員の六
O%が
外国人で

す。
そして
留学生が
非常に
多いの
で

す。
定
員は一
三
O
名の
少数
精
鋭で

す。
今七
O名の
留学生が
全世界か
ら

来てい
ます。
英語で
授業をしますか

ら、
欧
米か
らも北欧か
らも或い
はイ

ギリス
か
らも来るの
で
す。
だい
たい

日
本の
大
学の
留学生とい
うの
は
漢字

文
化圏か
ら来て、
日
本語が
出来る
学

生しか
入っ
て
来ません。
勿
論うちも

日
本語で
も教えま
すけれど
も、
留学

生
も全
世
界か
ら来ま
す。

入
学
時
期
は
四
月
と
九
月

それか
らこ
れは
安倍首相が「
美し

い
国
ご
とい
う本の
中で
言っ
てい
る

九
月入
学。
私共の
大
学は四月と九
月

に
入
学式が
あります。
そして
学長は

ガ
ウン
を帽子を来て
きちんとしたセ

レ
モニ
ーをやりま
す。
留学生にとっ

ては、
九
月は
非常に
入り
やすいの
で

す。
それか
ら六
月ぐらい
に
高校生留

学か
ら
帰っ
て
来た生
徒が、
七月の
試

に
終わっ
て
秋まで
安倍さんが
言っ
て

い
るよ
うに
社会奉仕をやる。
或い
は

世界を
漫遊して
来て
もよい。
自分の

勉強が
足らなければもう一
度
復習し

て
みる。
また
高大
連携で大
学の
授業

に
も出て
みる。
そしてボ
ランティア

もやっ
て
みる。
こ
うい
うこ
とを
青年

に
課すために
も圏内的に
も九
月入
学

は
非常に
良い
し、
また
国際的に
もま

さにグロ
ーバ
ル
化の
時代に
対応する

そうい
う一
つの
転換が
出来るの
で
す

ね。
こ
れは
大
変夢の
あ
る
話で
す。

英
語
に
よ
る
授
業
と
留
学

また全ての
授業を
英語で
やるとい

うの
は、
日
本の
英語教
育を
根本的に

改める。
外大で
もなか
なか
出来ませ

んでした。
だい
たい
英語の
先生の九

O
%で
謂わぱ文
法主
義者で、
S・
V・

O
とか
S・
v・
C
とか
あ
ち
ら
か
ら

入っ
て
行くか
ら、
いつ
まで
経っ
て
も

聞けないの
で
すよ。
聞けて
も話せ
な

い。
そうい
う
英語教
育を
根本的に
改

め
なければい
けない。
私共の
大
学は

英語につい
ては入
学前に
gm戸
で
組

み
分けをし
ま
す。
そして一
学期の
終

わ
りに
また吋O
弓「
で
組み
分けを
す

る。
しょっ
ちゅ
う組み
分けをしてい

る。
つ
まり
能力別の
教育をやっ
てい

るの
で
すね。
とこ
ろが
日
本の
多くの

大
学は（大
学院もそうで
すが）
仮に

フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
専
門
家
で
あ
れ
ば
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フォ
ークナ
lの
小説をみん
なで
読ま

せ
て
終わ
り。

そ
うい
う
英
語
教
育が
主
流
なの
で

す。
そこ
を
根本的に
変えなければと

い
けない
とい
うこ
とで、
我々
は
能力

別の
クラス
編成をしてい
ま
す。
戦後

の
教
育の一
番の
問題点は
平等主
義な

の
で
す。
人格的には
平等で
なければ

い
けない
けれど
も、
出来るこ
とはど

んどん
押し
出して
行か
なければなら

ない。
そうい
う教
育をやらない
極端

な
例が
小
学校で、
一
等二
等を決めて

はい
けない
とか、
通信
簿で
も点数を

付
け
ちゃ
い
け
ない
とか
い
うこ
と
に

なっ
てし
ま
う。
そこ
を
根本的に
改め

る
教
育。
それが
第一
で
す。

それか
ら
第二
に
留学を
義務付けて

い
ま
す。
実際に
四
年間の
うちの一
年

間
は
海
外の
大
学で
単
位
を
取っ
て
く

る。
決し
て
簡
単
な
こ
と
で
は
ない
で

す。
今大
学を
卒業する必
要単
位とい

うの
は一
二
四
単
位で
す。
で
すか
ら一

年間に
平均すると三
O
単
位ぐらい
を

取らなければい
けない。
最近ちょっ

と
卒業単
位が
変わりました。
単
位と

い
うの
は
学
校
教
育
法で
決
まっ
てい

て、
五
O
分授業を週三
回ゃっ
た
場合

に三
単
位に
なるの
で
すね。
日
本の
大

学は
四
単
位が
多い。
我々
は
春
学
期、

秋
学期で
すか
ら五O
分授業を週三
回

やっ
て
十五
週、
それで
三
単
位で
す。

そうい
うふ
うに
なっ
てい
ま
す。
で
す

か
ら一
二
四
単
位の
うちの
約三
O
単
位

は
外
国の
大
学で
取っ
て
来る。

しか
も世界の
トッ
プの
大
学と協定

を
結ぶこ
とが
出来てい
ます。
従っ
て

学生は
留学する
前に
さ司F
のスコ
ア

で
五五
O
点取
ら
な
ければい
けない。

司。ω件
。同開コ間同日ω『ωω
司OM10円関口
「ωコl

m
g例。
で
す。
さ
弓「
で五五
O点取れ

ない
と
外国の
大
学に
行っ
て
も授業単

位が
取れないの
で
す。
で
すか
らそこ

は
厳密にして五四七
点なんてい
う時

も後三
点足らない
時は一
学期延ばし

て
も、
五五
O点をクリア
させてい
ま

す。
アジアでは北
朝鮮より低い
とか

並
ん
でい
るとよ
く
言わ
れる
ぐらい、

日
本人の司自戸
的な
英語力は
非常に

低くなっ
てし
まっ
たの
で
すね。
お
隣

の
中園、
韓国、
台
湾、
アジアの
国も

ムユ
所
懸
命
英
語
教
育を
やっ
てい
ま

す。
国際コ
ミュ
ニ
ケ
ーショ
ンの
手段

としては
もうど
うして
も文句なしに

英語なの
で
すね。
私も学生には三
言

語主
義を
唱道してい
ま
す。「母語、
日

本語と、
英語と、
もう一
つ
外国語や

りなさい」
と。
うちの
学生の
よ
うに

将来国際社会で
活
路する人はみんな

そうして
欲しいの
で
す。
い
ずれにし

て
も外国に
行っ
て
授業が
聞けるよ
う

に
なるには五
五
Oで
す。

国際教養大学は
圏内的には
受験界

で
は
非
常にレベ
ル
が
高い
の
で
すが、

外国で
すぐ有名とい
うわけにはい
き

ませんの
で、
一
つ一
つ
交流協定を
結

ぶために
学長も現地に
行っ
たり、
い

ろい
ろな
交
渉をしております。
そし

て
世界の
有数の
大
学と
締結してい
ま

す。
例えば
韓国では
高麗大
学。
最近

は
延世大学も加わっ
て
おり
ま
す。
そ

れか
ら
中国南関大
学。
こ
れは天
津の

周思来が
出た
大
学で
す。
南京大
学が

今中国の
ナンバ
ース
リlぐらい
にな

り
まし
た。
それか
ら
国立
台
湾大
学。

昔の
台北帝大で
す。
台湾に
行きま
す

と
二
九二八
年に日
本が帝国大
学を

作っ
て
くれました。
台湾の
教育は
非

常にレベ
ル
が
高くなりました」
と
感

謝を述べ
て
くれます。
それか
ら国立

政治大
学も台湾の
総合大
学として
非

常に大きな大
学で
す。
そして
香港大

学の
場合は
今世界で一
番入
学が
難し

い
大学と
言われてい
ます。
とい
うの

は大陸か
らみんな香港大
学へ
入ろう

と
する。
この
前身の
香港医学院は孫

文も出たとこ
ろで
すか
ら。
そこにう

ちは五人の
枠を持っ
てい
ま
す。
もう

一
年間留学した
学生が
帰っ
て
来まし

たが、
非
常に
満足してい
ま
すね。

他の
大学もカリフォルニ
ア大学の

バ
ークレ
ーとか
世界の一
流の
大
学と

締結してい
ます。
向こ
うで
単
位を良

い
評点平均値で取っ
て
来なさい
と
言

うこ
とで一
所懸
命
勉強し
てい
ま
す。

しか
も公立大
学なの
で
授業料が
現在

凄く
安い
の
で
す。
約五三
万
円で
す。

アメリカの
大学は
もの
凄く高いの
で

す。
カ
リフォルニ
ア大
学なんか、
州

民以外は一
年間で二
五O万か
ら三
O

O万。
我々
は公立
大
学だか
ら、
国立

と同じで
今の
とこ
ろは五三万で
その

アメリカの
大
学に、
或い
は
香港大
学

とか台
湾大学に
留学で
きるわけで
す

か
ら、
学生
に
とっ
て
非
常に
魅
力で

す。
そしてど
うして
も差額を
払わな

ければならない
所は大
学が
補填して

い
ま
す。
こ
れが二
つ
目の
特徴で
す。

そして三つ
目の、
こ
れは小さな
特

徴で
すが
図書館は二
四時間開い
てい

ま
す。
そして
学生
逮は
全寮制で、
こ

れもとて
も良い
で
すね。
学生遠の
中

には
留学生とル
ーム
をシェ
アしてい

る
者もい
ま
す。
もう居なが
らにして

異文
化交流が
出来ま
す。

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
難
関
校

しかし、
どの
くらいのレベ
ルの
大

学かとい
うこ
とはなか
なか
判っ
てい

ただ
けない。
今国立
大
学が八七、
公

立
大
学が七八だと思い
ま
す。
全部で

一
五七
ありま
す。
その
国公立
大
学の

ボ
ーダーライン
を河合塾と駿台予備

校と
代々
木ゼ
ミナ
ールの
三大予備校

が
膨大な
デlタ
を
集めて、
それに
基

づい
て
難易度を出してい
ま
す。
例え

ば北海道大学の
文
学部は七六．
七
%

セン
タ
ー試験を
通らない
と、
合格可

能性が六
O%にならない
とい
うよう

なことで
す。
北大の
法
学部は八O
点

台。
東
北
大
学は
文
学部、
教
育学部、

法学部が
やはり七
O点台の
後半か
ら

八O点台の
前半で
す。
東京大
学はや

はり
高い
で
す。
東大の
場
合は
文I、

文E、
文E、
八六
か
ら八七。
一
ツ
橋

が八三、
八因。
法学部はか
なり
高く
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え
り

高い
で
す。
八六・
七。
そこ
で
私共の

大
学が
ある公立
大
学を
見ま
すと
国際

教
養大
学は
河合塾が八三、
駿台が八

六・
三、
代ゼ
ミが
八七・
Oで
す。
う

ちと
同じ
ぐらいのレベ
ル
とい
うの
は

東大の
文E
とか、
京
都大
学ぐらい
で

す。
大
変
嬉しい
悲
鳴で
す。

出
来て
三
年目
なの
で
すけ
れど
も、

受験
界で
奇跡が
起こっ
たと
言わ
れて

い
ま
す。
間もな
く
今年も出ると
思い

ま
すけ
れど
も、
朝日の
大
学ラン
キン

グ
など
を
見ま
すと、
こF
ニ
O
年ぐら

い
にで
きた
新設の
注目大
学の
中で
高

校側が
評価する大
学としては、
国際

教
養大
学が
飛び
抜けてい
ま
す。
昨
年

の
ラン
キン
グ
で
は一
五
五
点。
二
位の

立
命
館アジ
ア
太
平洋大
学も大
変良い

大
学で
すが、
五九
点でか
なり
差が
開

い
てい
ま
す。
立
命
館も川
本八
郎理事

長とい
うユ
ニ
ーク
な職員出身の
理事

長が、
従来の
イメ
ージ
を一
新さ
れま

した。
大
分に
あるアジ
ア
太
平洋大
学

も
半
分留
学生
を入
れてい
ま
す。

そ
うい
う大学を我々
は
作っ
たの
で

す
が、
ま
だ
卒
業
生
が
出て
お
り
ま
せ

ん。
しか
し
幸い
にしてこ．の
とこ
ろ大

きな企業など
もわざわざ
秋田まで
卒

業生の
誘致に
来て
くれました。
全日

空が
わざわざ東京か
ら秋田まで
学生

を
リクル
ート
するために
もう二
度も

来て
くれました。
それか
ら三
井物産

など
もで
す。
まだ三
年生なの
に
もう

既

に内定脳
出てい

まfil

l－－
．

業イメージ
が
随分変わっ
てい
るの
で

す。
例えば三
井物産とか三
菱商事は

東京外大などでした
らみんな
憧れて

行きたがっ
た
もの
でした。
うちは
女

子が
多い
こ
と
もあるの
で
すが、
余り

そうい
う所に
行きたが
らない。
もう

ちょっ
とイメージ
が
横文
字のIT
関

連の
とこ
ろとかで
すね。「
違うよ」
と

言うの
だ
けれど
も、
なか
なか
今の
若

者の
企業イメ
ージ
が
違っ
て
来てい
ま

す。
それは一
つ
の
傾向だと
思い
ま
す

が、
学長としては
そこ
をきちんと
指

導して
行か
なければい
けない。
しか

しい
ずれにして
も日
本の
大
学を
変え

て
行くパ
イオニ
アに
なれるの
ではな

い
か
と
思っ
てい
ま
す。

合
理
的
な
大
学
運
営

しかし
昔の
ミ
ネソタ
秋田校をリノ

ベ
lショ
ン
してい
ま
すか
ら、
余りお

金は
掛かっ
てい
ません。
我々
の
とこ

ろは
県議会で
散々
論争が
あっ
て、
今

の
寺田知事が一
所懸命推進したわけ

で
す。
大
学を
作るの
に一
O
億ぐらい

しか
掛かっ
てい
ない
の
で
す。

今交付金が
ありま
すが、
交付金の

割合を出来るだ
け減らして
なるべ
く

自前で
やっ
て
行きたい。
今交付金の

比
率が七
一%で
す。
公立
大
学の
平均

が
七
Oか
ら七
五
%
く
らい
なの
で
す

が、
出来るだ
けそれを減らして
行け

れば
良い。
それか
ら人件
費を全収入

ノ
ι
l

b

手令
し

ろい
ろな大
学に
引っ
張り
出されて諮

問会議などに
出ておりましたが、
そ

こである
学生が
集まらない
経営の
苦

しい
私学はそれなの
に
人権比
率が七

五
%だと知りました。
そうし
ま
すと

教職
員を運営するために
大
学を運営

してい
るの
で
すね。
その
私
学の
大
学

の
理
念は
非
常に
良い
の
だ
け
れど
も、

経営自体は
赤
字とい
うこ
とで
す。
た

ま
た
ま
そこ
は
幼
稚
固か
ら
高
校
ま
で

持っ
てい
まして、
そこの
黒字額で
毎

年補填してい
るわけで
す。
そうい
う

大
学が
こ
れか
ら
ど
ん
ど
ん
出て
き
ま

す。日
本には
今六三三の
大
学が
あるの

で
す。
多すぎま
す。
それで
私
学の
四

割が
定員が
集まらない。
今年の
結果

が
出るとおそらく五
割を
超えるの
で

はない
でしょ
うか。
大
学乱立。
少子

化。
大
学全入時代。
幸い
にして
私共

は
今
も
実
質
倍率が
八・
七
倍
ぐ
らい

で、
C
日程とい
う最後の
五
教
科三
教

科、
そして
最後の
英語だ
けでは一
五

倍ぐらい
で
すけれど
も、
全
国か
ら最

後まで
うちを
第一
志
望に
する学生が

来て
くれてい
ます。
併願校で一
番多

いの
が
何と東京外大とICU（国際

基
督教大
学）、
国際教
養
学
部が
あり

ま
すの
で
早稲田で
す。
勿論東大や東

北
大
学との
併
願
も
数
多くご
ざい
ま

す。どちらの
大
学を最終的に
選ぶか
を

追跡調査するの
で
すが、
ICU
なん

’’
』円ハ’uv
’v

JJ，

が、
外大との
併願で
すと
両方
受か
る

と大
体外大に
行っ
てし
ま
う。
そこ
は

やはり
歴史と
伝統なの
で、
私共の
方

にだんだん生
徒が
来るこ
とを期待し

て
おりま
す。

暫
定
入
学
制
度

い
ずれにして
も日
本に六
三三
も大

学が
あっ
て、
そしてこ
れか
らは
学生

が
集まらなくなる。
うちは
暫定入
学

とい
うの
をやっ
てい
ま
す。
こ
れも日

本の
大
学で
唯一
の
事なの
で
すけれど

も、
競争は
激しい
もの
で
すか
ら入
学

試験の
成
績で
線を
引くと一
点差で
も

合
否が
分か
れま
す。

しかし
英語だ
けみると
合格者より

も凄く良い
とか、
少人数で
すの
で
み

んな先生が
論文チェ
ック
をしてい
ま

すか
ら、
総合点は
悪い
けれど
も
英作

文は
もの
凄く良い、
こ
うい
う学生は

入
れたい
なとい
うの
が
あ
るの
で
す。

それを暫定入
学とし
ま
す。
一
切差別

はし
ません。
そして
暫定入
学者の
受

験番号も公表して
学生
達
も「
自分は

暫
定
入
学
だ
か
ら
頑
張
ら
な
く
て
は」

と、
大
変動
機付けがはっ
きりしてい

ま
す。
そして二
年目に
評定
平均点よ

り
も良くて、
JS
弓F
のスコ
アが
平均

値
を
超
え
た
場
合
に
は
正
規の
学
生
に

なっ
て
もらい、
その
時に
初めて
入
学

金を
貰う。
こ
うい
うシス
テム
で
す。

国立
大
学で
こ
れ
を
や
ろ
う
と
思っ
た
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ら、
「
不
公
平だ」
とか
必
ずい
ろい
ろ

出
て
き
て、
議
論だ
け
で
て
二
年
掛

かっ
て
し
まい
ま
す。
我々
の
場
合は、

思い
切っ
て
それをやっ
た
ら
凄く効果

が
ありました。
こ
れまで
暫定入
学で

入っ
て
来た
人
達
は
非
常に
成
績
が
良

い。
制
度的には
科目
等履
修とい
うの

で
出来るの
で
す。
だい
たい
授業料と

同じ
ぐらい
の
金額、
まあ一
科目一
万

とか一
万五
千
円とか
貰う。
それで
制

度的に
は
何
等
問題が
あ
り
ませ
ん。

それか
ら
我々
の
大
学が
もう一
つ
非

常にユ
ニ
ーク
なの
は、
入試に
すご
く

時
間を
掛けてい
るこ
とで
す。
国立
大

学で
すと
入試委員会が
あっ
て
全然入

試に
関係の
ない
先生
もたまた
ま
委員

の
席が
空い
てい
るとみん
な
投票で
そ

こに
入れられてし
ま
う。
うちは
職員

が
非常に
優秀で
すか
ら、
意志決定に

も加
わりま
す。
国立
大
学の
時は
事
務

局長が
教授会で
私の
隣に
すわるの
で

さえ
も、
「
大
学の
自治に
対
する
政府

の
介入だ」
とい
うつ
ま
らんこ
とを
言

う人も居ました。
うちは
事
務局長も

意志
決
定に
加わりま
す。
人事に
も加

わ
り
ま
す。
そして
き開戸
の
専門
家も

い
ま
すし、
そして
非常に
きめ
細か
く

採
点
をし
ま
す。

教
員
の
任
期
制
と
評
価

それか
ら産
経新聞が
報じてい
ます

けれ
ど
も、
うちの
大
学は三
年間の
契

約制、
年
俸制。
三
年間の
任
期制で
す。

今回も約四
分の一
が
入れ
替わりまし

た
けれど
も、
一
玉
名の
教員
募集に
対

して
全世界か
ら四
O二
名の
応
募が
あ

り
まし
た。
最
初の
立
ち上が
りの
時、

「
秋田に
大
学を
作っ
て
教
員が
集ま
る

か、
学生
も集まるか」
と
言わ
れたの

で
すが、
最初は
ヨロ
を持っ
てい
る五

七一
名が
全世界か
ら約二
O名の
募集

の
所に
殺到し
ました。
私は全
部学長

として二ヶ
月ぐらい
掛かっ
て
履歴書

を見ました。
そして
実際に
模擬授業

をやり、
面
接をして
決め
ました。
今

回、
約六
O
名は
秋田に
来て、
全
部模

擬授業をして
もらい
ました。
ケン
ブ

リッ
ジ
大
学の
博士
などは
凄い
なと
思

うの
で
すけれども、
研究者としては

良い
か
もし
れない
けれど
も、
授業を

やらせて
みると
教えるには余り
専門

的過ぎるとい
う人もやはり
遠慮して

もらい
まし
た。

そ
うい
う授業の
体制を取りま
すと

それには
評価をするシス
テムが
必
要

に
なりま
す。
学生の
評価。
こ
れは
今

か
なりみな
やっ
てい
ま
す。
それか
ら

次に
教員の
評価。
例えば殆ど内
輪で

しか
見ない
紀要に
書い
て
点数が
高い

と
か
とい
う
大
学が
多い
の
で
す
が、

我々
は
易し
く啓蒙寄を書い
た
などと

い
う場合で
も一
二
点で
す。
それか
ら

ずっ
と
秋田に
住んでい
て
も全く日本

語を話さない
外国人が
多い。
で
すか

ら「日
本語を習得した」
と「
自国の

文
化・
伝統・
歴史や自身の
専門的
分

野等につい
て、
日
本語を用い
た
継続

的
な
情
報
伝
達・
意
見
交
換の
場
を
企

画・
実
施した。」
とい
うの
で一
六
点

で
す。
こ
の
よ
うに
自己
点
検
自己
評

価、
それか
ら
学生が
やる。
そして同

僚
評
価
が
あ
る
の
で
す。
ピ
ア・
レ

ビュ
ーといっ
て、
お互い
に
授業を見

るの
で
す。
日本の
中ではみん
なそう

で
すが
教室の
中では
先生は独裁者に

なっ
てし
ま
う。
そうではなくてお互

い
に
授業の
長所・
短
所を見る。
そし

て上司が
評価する。
不服が
ある
場合

には一
O日以内に文
書で
学長に
申し

出る。
そして
学長が
点
検し、
本人と

上司と
話し
合っ
て、
最後に
経営会議

で
決定し
ま
す。
こ
れはその
翌年の
年

俸に
響きま
す。
仮に一
千万
円の
先生

が
A
評
価を
受けると一
千二
百万
円、

D
評価だと八百万
円。
そうい
うシス

テム
を取っ
ており、
学内に一
種の
緊

張感があります。
将来的には
今アメ

リカが
やっ
てい
るよ
うなテニュ
ア
制

度を取り
入れたい
と
思っ
てい
ま
す。

このこの
よ
うに
新しい
実験をやっ

ておりますの
で、
全国か
ら
見学者も

非常に
多いの
で
す。
空港か
ら五
分で

ご
ざい
ますの
で、
是非皆様も見学に

い
らして
下さい。
私は信州人で
長野

県生まれで
信州の
良さを人一
倍強調

し
ま
すが、
秋
田
も
な
か
なか
良い
で

す。
自然も豊か
で
すし、
温
泉もあり

ますし、
私は
飲め
ないの
で
すが
お酒

も美味しい
し、
お
待ちしております

の
で是非お
出か
け
下さい。
本日はい

ろい
ろ
お
話
を
させ
てい
た
だ
きまし

て、
有難
うご
ざい
まし
た。

司
会
者

中
嶋
先
生 、

ど
う
も
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た 。

そ
れ
で
は 、

代
表
幹
事
か
ら
一

言
御
礼
と
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す 。

山
本
代
表
幹
事
挨
拶

中
嶋
先
生 、

今
日
は
非
常
な
御
多
忙
の

中 、

国
家
に
取
っ
て
非
常
に
大
事
な
教
育

再
生
会
議
の
中
を
中
座
し
て
い
た
だ
き 、

こ
う
し
て
私
共
の
為
に
記
念
講
演
に
駆
け

つ
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
先
ず
深

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す 。

中
嶋
先
生
は
前
か
ら
産
経
新
聞
の
正
論

な
ど
で
も
コ
ラ
ム
を
お
書
き
に
な
っ
て
い

ら
し
て 、

私
は
前
か
ら
単
な
る
学
者
で
は

な
い
と
尊
敬
し
て
お
り
ま
し
た 。

今
日
は

そ
の
真
髄
の
片
鱗
を
伺
わ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た 。

特
に
秋
田
の
国
際
教
養
大
学

に
つ
い
て 、

我
々
が

日
頃
知
る
こ
と
が
出

来
な
い
大
学
の
内
容
に
つ
い
て
披
涯
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た 。
一
冨
う
ま
で
も
ご
ざ
い

ま
せ
ん
が 、

こ
れ
か
ら
の

日
本
に
つ
い
て

は 、

少
子
高
齢
化
を
は
じ
め
国
還
を
心
配

し
て
い
る
方
も
こ
の
中
に
は
非
常
に
多
い

と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も 、

や
は
り
何
と

言
っ
て
も
人
を
育
て
る
と
言
う
こ
と
が
重

要
で
す 。

先
生
に
は
教
育
界
に
於
い
て 、

国
際
教
養
大
学
の
み
な
ら
ず

日
本
全
体
の

教
育
の
改
革
の
為
に
引
き
続
き
御
活
躍
を

下
さ
い
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
膿
い
申
し
上

げ
ま
す 。

本
日
は
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た 。
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平成1

同台経済懇話会

． 
平成1 9年2月2 2日（木） 於私学会館

会員総会午前10時30分～i l時15分

特別競演 午前11時45分～午後l時

会員懇親会 午後l時30分～3時

同
台
経
済
懇
話
会
第
三
十
三
固
定
時
会
員
総
会
開
催

〔
会
員
総
会〕

議

題

平
成
十
八
年
度
会
計
報
告
承
認
の
件

終
了
後、

代
表
幹
事
挨
惨及

び
会
務
報
告

総会会場

代
表
幹
事
挨
拶

平
成
一

八
年
度
は
年
度
報
告
占
の
挨

拶
で
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に 、

国
内
外

緩
め
て
緊
迫
し
た
一

年
で
あ
り
ま
し

た 。

幸
い
困
難
と
も
い
え
る
皇
統
の
問

題
も
鎮
ま
り 、

イ
ラ
ク
派
兵
も
位
界
の

絶
伐
の
う
ち
に
そ
の
任
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た 。

ま
た
敗
戦
の
し
が
ら

み
で
あ
っ
た
教
育
基
本
法
の
改
正
と
防

衛
庁
の
省
へ
の
昇
絡
も
実
現
い
た
し
ま

し
た 。北

朝
鮮
の
骸
実
験
の
威
嚇
や 、

中
国

の
文
武
に
於
け
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

の
中

で 、

国
民
に
も
国
を
愛
す
る
こ
と
の
大

事
さ
に
目
覚
め
始
め
る
兆
し
が
現
れ
て

き
つ
つ
あ
る
よ
う
に
恩
わ
れ
ま
す 。

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て 、

本
会
は

高
齢
化
・

減
少
化
の
困
難
に
も
か
か
わ

ら
ず 、

諸
先
輩
の
情
誼
と
御
宿
導
の

下 、

会
員
皆
傑
の
熱
意
と
御
協
力
に
よ

り 、

更
に
意
義
あ
る
豊
か
で
楽
し
い
運

営
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す 。

ま
こ
と
に

同
慶
に
存
じ
ま
す 。

ま
た
本
会
の
研
鏑
に
よ
る
新
し
い
学

問
や
社
会
的
な
提
案
は 、

同
台
・

借
行

会
員
の
み
な
ら
ず 、

政
・

財
・

学
界
に

も
新
し
い
波
を
起
こ
し
て
い
る
も
の
が

あ
り 、

ま
た
国
民
の
精
神
的
な
彼
興
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
由・
し
上

げ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん 。

瀬
弘開
会
長
か
ら
は
「
残
念
な
が
ら
本

日
の
総
会
に
出
席
で
き
ま
せ
ん
が 、
比白

線
方
の
力
強
い
梢
進
の
姿
に
元
気
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す 。

い
つ
ま
で
も
こ
の
会

を
素
晴
ら
し
い
生
き
甲
斐
と
し
て
続
け

て
ゆ
か
れ
ま
す
よ
う
に」

と
の
伝
言
が

ご
ざ
い
ま
し
た 。

志
を
共
に
し
て 、

生
き
残
っ
た
者
と

し
て
祖
国
へ
の
責
任
を
果
た
そ
う
と

私

共
が
こ
の
会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
か
ら

三
三
年
に
な
り
ま
し
た 。

力
の
有
る
限

り 、

更
に
気
力
を
綴
り

絞
っ
て
こ
の
国

家
に
と
っ
て
貴
重
な
会
の
継
続
発
展
に

努
め
て
参
り
た
い
と
念
願
い
た
し
ま

す 。
皆
様
方
の
一

層
の
御
協
力
を
御
願
い

申
し
上
げ
ま
す 。

〔
記
念
講
演〕

講

師

国
際
教
養
大
学
学
長

中
嶋

嶺
雄
先
生

『
グ
ロ
ー

バ
ル
化

時
代
の
日
本
と

国
際
教
養
大
学
の
挑
戦
』

〔
会
員
懇
親パ
ー
テ
ィ〕

船
木
さ
ん
（
四
十
七
期）

の
乾
杯
の
御
発

声
で 、

和
気
務
認
の
会
と
な
っ
た 。


